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画
家
で
詩
人
の
竹
久
夢
二
は
、

明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
９
月

16
日
、
本
庄
村
佐
井
田
に
、

父
菊
蔵
・
母
也
須
能
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
夢

二
の
本
名
は
茂
次
郎
で
、
戸

籍
を
み
る
と
「
茂
」
の
字
に

は
「
モ
」
と
ル
ビ
が
ふ
っ
て

あ
り
、
シ
ゲ
ジ
ロ
ウ
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

ま
す
。

　
今
日
「
夢
二
の
生
家
」
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
建
物

に
関
す
る
古
い
記
録
に
、
夢

二
が
生
ま
れ
た
翌
年
の
明
治

18
年
11
月
に
作
成
さ
れ
た
本

庄
村
の
「
建
物
絵
図
帳
」
と

い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。

　
村
が
税
金
を
課
す
る
参
考
資

料
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、

竹
久
菊
蔵
の
家
は
、
図
１
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

と
見
比
べ
て
も
、
現
在
残
っ
て

い
る
建
物
が
当
時
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
図
２
の
竹
久
才
五
郎
と
は

菊
蔵
の
弟
で
、
こ
の
絵
図
帳
が

作
成
さ
れ
る
直
前
の
昭
和
18
年

８
月
に
分
家
し
た
ば
か
り
で
し

た
。

　
こ
の
二
軒
の
家
は
隣
接
し
て

い
て
、
実
際
に
は
図
２
を
90
度

右
回
転
し
て
図
１
の
左
側
に
接

続
す
る
形
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
２
軒
の
間
に
は
段
差
が
あ

り
、
菊
蔵
の
家
の
方
が
上
段
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
百
二
十
八

番
地
」「
百
二
十
八
番
地
第
一
号
」

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
通
常

の
番
地
と
は
別
に
、
屋
敷
地
に

つ
け
ら
れ
た
番
号
の
よ
う
で
す
。

　
以
下
は
推
測
で
す
が
、
才
五

郎
が
分
家
し
た
と
い
う
点
、
２

軒
が
同
じ
「
百
二
十
八
番
地
」

で
才
五
郎
の
方
に
「
第
一
号
」

と
い
う
変
則
的
な
記
載
が
あ
る

点
、
さ
ら
に
、
母
屋
と
酒
蔵
だ

け
の
家
と
い
う
の
は
通
常
あ
ま

り
あ
り
え
な
い
点
か
ら
見
て
、

も
と
も
と
両
者
は
一
体
の
敷
地

を
成
し
て
い
た
も
の
が
、
才
五

郎
が
分
家
す
る
に
あ
た
っ
て
分

割
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
酒
造
業
に
つ
い
て
は
、
い
つ

ご
ろ
始
め
た
の
か
、
誰
が
中
心

に
な
っ
て
営
ん
で
い
た
の
か
な

ど
、
細
か
い
点
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
酒
造
蔵
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
、
と
に
か
く

酒
造
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
少
年
期
の
夢
二
の
名

前
が
記
さ
れ
た
数
少
な
い
史
料

と
し
て
、
佐
井
田
の
高
星
神
社

の
子
供
講
の
記
録
で
あ
る
「
妙

見
講
連
名
簿
」
と
い
う
帳
面
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
明
治
26

〜
29
年
の
個
所
に
「
武
久

茂
二
郎
」「
武
久
茂
次
郎
」

「
竹
久
茂
治
郎
」
と
い
う

名
前
が
記
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
は
彼
が
10
〜
13
歳

の
期
間
に
当
た
り
ま
す
。

　
そ
の
明
治
27
〜
28
年

の
個
所
に
は
、
の
ち
に

詩
人
正
富
汪
洋
と
し
て

名
を
な
し
た
正
富
由
太

郎
の
名
前
も
登
場
し
ま

す
。

　
や
が
て
夢
二
の
一
家
は
、

明
治
33
年
２
月
、
夢
二

が
15
歳
の
と
き
に
本
庄

村
を
去
っ
て
福
岡
県
遠

賀
郡
八
幡
村
（
現
北
九
州
市
八

幡
区
）
に
転
居
し
ま
す
。
の
ち

に
正
富
汪
洋
は
、
そ
の
と
き
の

こ
と
に
つ
い
て
、
一
家
が
「
一

夜
の
内
に
村
か
ら
影
を
隠
し
た

の
は
、
村
人
の
驚
き
で
あ
つ
た
」

が
、
そ
れ
は
「
い
た
づ
ら
に
傾

き
か
け
た
家
運
に
恋
々
と
し
て

踏
み
と
ど
ま
ら
な
い
」「
進
取

の
気
性
」
の
表
れ
で
も
あ
っ
た

（『
書
窓
』
よ
り
）と
回
想
し
て
い

ま
す
。
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竹
久
夢
二
の
生
家

　
夢
二
と
故
郷
（
上
）

た
け
ひ
さ
ゆ
め 

じ

よ
し
　た

ろ
う

み
ょ
う

け
ん
こ
う

れ
ん
れ
ん

た
か
ぼ
し

お
う
よ
う

生
家
の
記
録

災害情報メールマガ
ジンを登録し防災情
報掲示板の活用を

　本市では、災害情報・避難情報
などをメールマガジンで配信して
います。以下のページから登録で
きますので、ぜひ一度アクセスし
てみてください。なお、メールマ
ガジンには市からのお知らせと
して、イベント情報なども配信し
ています。
 登録の際には、注意事項をあら
かじめご了承ください。 
メルマガ登録ページのアドレス
『http://www.city.setouchi.lg.jp/i/
magazine.html』
　QRコード（二次元コード）の
読み取りが可能な携帯電話の人は、
下の画像からアクセスできます。 
 また、災害対策本部が設置され
るような災害が発生した場合、災
害情報・避難情報などを防災情報
掲示板に掲載します。
　災害時には、テレビ・ラジオな
どの情報と併せて活用して下さい。
アドレスは
『http://www.city.setouchi.lg.jp/c
gi-bin/bousai_diary/diary.cgi』

　
第
13
回
市
政
バ
ス
を
、
次
の
と
お
り

運
行
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
親
子
向
け
の
企
画
で
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
親
子
で
市
内
の

施
設
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人

参
加
も
Ｏ
Ｋ
。
町
の
良
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
８
月
27
日
（
水
）

　
午
前
８
時
40
分
〜
11
時
50
分

▽
場
所
　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
・
岡

　
山
県
水
産
試
験
場
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
員
　
30
人
（
市
内
に
住
所
が

　
あ
る
人
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

　
抽
選
）

▽
申
し
込
み
　
市
企
画
振
興
課
、
牛
窓

　
支
所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所
に

　
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、

　
市
企
画
振
興
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

　
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
８
月
８
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
市
企
画
振
興
課

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
０
３
１

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　邑久町公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

わたしがあなたを選びました

鮫島　浩二　著

枡野　浩一　著

ドラえもん短歌

　全国から寄せられたドラえもん
短歌選集。笑える歌、泣ける歌、
考えさせられる歌、と短歌の内容
は多種多様。表紙のドラえもんカ
ラーがすてきです。

正司　昌子　著

授乳時のケータイで子どもは
壊れる

　今、子どもたちに起きている異
変の実態。子どもの成長に合わせ
て大人たちがどのように対処すべ
きかを記した提言の書。

　お父さん、お母さん、わたしがあ
なたを選びました…。産婦人科医
である著者が、お産の現場で感じ
た思いを詩に綴ったいのちに感謝
する一冊です。　
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時
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図2　竹久才五郎の家 図1　竹久菊蔵の家
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上記の本は市内各図書館・室で借りられます。
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